
様式Ｃ（介護ロボット等モニター調査事業 要望書）

令和 2年 8月 20日 

公益財団法人テクノエイド協会 殿 

（要望者） 

〒106-0032 

住所   東京都港区六本木4-1-16六本木ハイツ1F 

事業者名 フランスベッド株式会社

担当者所属 法人企画部 法人企画課

担当者名 千頭和 重基

電話番号 03-6741-5555

電子メールアドレス chizuwa_shigeki@francebed.jp 

介護ロボット等モニター調査事業 要望書 

貴法人が福祉用具・介護ロボット実用化支援等一式の一環として行う「介護ロボット等モニター調査事業」

について、下記の書類を添付して要望します。 

記 

１．介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

２．会社概要（任意様式） 

３．これまでの介護ロボット等に関わる開発実績がわかる書類（任意様式） 

※）実績がない場合は、提出不要 

（本書類の取扱いと留意事項について） 

○ ご提出いただく「介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書」は、介護施設等とマッチング

する際、当協会のホームページを通じて、介護施設等へ公開いたします。

従って、記載する内容は、公開可能な範囲で差し支えありませんが、具体的な記載がない場合に

は、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご了承ください。

○ 適切なご協力がいただける介護施設等とマッチングするためにも、記載内容は技術的な事に偏ら

ず理解しやすいものとしてください。

○ 当協会では記載内容や本事業に関わる各種の相談を承っております。

○ 案件によっては、マッチング先が現れない場合もあり得ることをご留意ください。



様式Ｄ（介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書） 
令和 2年 9月 15 日 

 

介護ロボット等モニター調査事業 計画概要書 

 

１．申請者（企業）の概要等 

企業名 フランスベッド株式会社 

担当者名 千頭和 重基 

担当者連絡先 

住所 
〒106-0032 

東京都港区六本木4-1-16 

電話 03-5549-2936 

電子メールアドレス chizuwa_shigeki@francebed.jp 

主たる業種 介護関連商品の製造販売および福祉用具貸与事業の展開 

主要な製品 介護ベッド、車いす、歩行器 

希望する施設等の

種類や職種等 

 

希望施設に☑を入

れてください 

複数選択可 

☑介護老人福祉施設：特別養護老人ホーム 

☑介護老人保健施設：老人保健施設 

□認知症対応型共同生活介護：グループホーム 

☑□特定施設入居者生活介護：有料老人ホーム、軽費老人ホーム、養護老人ホーム 

□居宅介護サービス：訪問介護、看護、リハ、福祉用具貸与サービス事業者 等 

□医療機関：病院、診療所、リハビリテーションセンター 等 

□その他：（                          ） 

 

その他の希望 東京都,神奈川県（関東圏エリア）で眠り解析センサー未使用施設あれば希望。 

 

２．申請機器の概要（可能な限り詳しくご記入ください。） 

機器の名称（仮称） 眠り解析センサーM-Sleep 

機器の概要 

 

（写真を添付する

こと） 

 

想定する使用者、使用場面 

睡眠状況（夜間状態）を把握したい方対象。 

状況把握により夜間介護負担の軽減につなげる。（排泄ケア、訪室回数削減など） 

また利用者の生活習慣（昼夜逆転など）の改善を図る。 

機能と使用方法、有用性 

 

介護現場における夜間の介護では職員の負荷も高く、入居者の睡眠時の身体状態の管

理の仕組みは、職員の負荷軽減という面からも重要な要素の一つです。 

「眠り解析センサー M-Sleep」は、利用者の睡眠状態と利用者のベッド上での状態を

モニタリングすることができます。 

マットレスと床板の間に設置したセンサー（非接触）が、利用者のバイタルデータを

計測し、WiFiを経由して管理システムに送ります。 

取得した利用者の睡眠状況や生活状況のデータを、業務効率の改善に役立てることが

できます。各状況把握により、不要な接触の減少も図れます。（感染対策） 

レポートにて利用者状態（状況）のまとめ表示が可能なため、生活習慣の改善活用に 

も利用可能です。 
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（図１．機器の構成） 

類似する機器との相違 

センサーハード部がコンパクトな設計により、当社ベッドだけでなく他社ベッドにも

使用可能で、付加機能ベッド（当社：サイドアップ機構、寝返り支援ベッド）にも使

用可能です。

当該機器と介護業務との関連性 

ステーションのPC等にて、機器設置利用者の状態把握がリアルタイムで可能です。

夜間帯における職員様の介護ケア及び心理的負担を軽減します。

またレポート作成機能により、利用者様の特性把握が可能です。

現在の開発状況と

課題 

機器に関するリスクアセスメント（性能安全と利用安全の確保対策） 

※アセスメント結果を添付して下さい。

社内で設けている基準に沿ったリスクアセスメントを実施しております。 

社内や社外モニター調査の実績 

※実績ありの場合は、その結果を添付して下さい。

特になし

開発に関する当面の課題 

現在、プロトタイプが完成しています。しかし、実際に現場で使用するにあたっての

利用効果と使い勝手の検証を行うことが課題です。特に、本機器の利用により施設ス

タッフの介護負担の軽減につながる、機器の操作や各種データ表示は簡単に介護現場

確認し、今後の改良に活かしていきたいと考えています。

３．モニター調査の概要 

１．調査のねらい 本調査では、本機器の活用が介護職員の夜間の介護負担の軽減に役立つことを検証す

ることをねらいとします。 

機器の導入前後の比較評価を行い、夜間の訪室回数の削減、利用者の覚醒状況に合わ

せた排泄ケアの改善等に有用であるかを確認します。また、介護職員が睡眠センサー

を活用したケアを行うことで、利用者の生活リズムや状態の改善の一助になりうるか

を検証します。 
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２．調査概要 １）調査対象：施設入居者5名および介護職員 

対象となる施設入居者は下記を想定しています。 

 ・認知機能や身体機能の低下した方。 

・ナースコールを自分で押せない方。 

・夜間の尿失禁改善が必要な方。 

・夜間の訪室回数が頻回である方。 

・昼夜逆転など、睡眠リズムに問題を抱えている方。 

２）調査したい場面、場所：居室・ナースステーション 

３）調査期間（日数）：2〜3か月間（導入前1か月〜1.5か月、導入後1か月〜1.5か月） 

４）機器の台数：5台 

 

導入前1か月〜1.5か月  導入後1か月〜1.5か月 

ベースライン取得 

モニタリングなしで、利用者の睡眠

状況を把握する 

【取得データ】 

・Zarit介護負担感尺度 

・訪室回数 

・排泄ケア 

・介護記録による利用者の状態 

・（睡眠計による計測） 

→ 導入後の変化を取得 

モニタリング機能を活用して、ケアを

行う。 

【取得データ】 

・Zarit介護負担感尺度 

・訪室回数 

・排泄ケア 

・介護記録による利用者の状態 

・（睡眠計による計測） 
 

 

４．モニター調査の実施手法（協力施設等へお願いしたい内容） 

※本書のＰ８～９を参考にモニター調査の具体的な実施方法を記載してください。 

注）５つの項目全てを行う必要はありません。（実施しない項目は「特になし」としてください。） 

※モニター調査検討委員会等の審議により採択された場合には、当協会及び専門家によるアドバイスを行います。 

１．利用対象者の適

用範囲に関するこ

と 

【調査手法】 

□観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

介護職員を対象に、「眠り解析センサー M-Sleep」の対象者と適用範囲、及び禁忌事

項について質問紙およびインタビューにより調査を行います。 

２．利用環境の条件

に関すること 

【調査手法】 

□観察法 □インタビュー法 □質問紙法 □その他： 

特になし 

 

【想定する調査方法】 

特になし 

 

３．機器の利用効果

に関すること 

【調査手法】 

☑観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

利用者と介護職員を対象とした、「眠り解析センサー M-Sleep」の導入前後の比較調

査により、機器の利用効果を評価します。モニター調査対象者の禁忌として下記を想

定しております。 

・ペースメーカーを使用している方 

・エアマットレスと合わせての使用 

・電気毛布等の温熱器具と合わせての使用 
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夜間の介護量の削減 

・訪室回数の導入前後の比較 

・トイレ誘導の回数等の排泄ケアの導入前後の比較 

1． 介護負担感の軽減 

・Zarit介護負担感尺度（パーソナル因子のみ）による導入前後の点数の比較 

 

参考データとして、利用者の心身状態への影響を睡眠計のデータとヒアリングを実施

し調査します。 

・睡眠計による睡眠の質の導入前後の比較 

・介護記録による夜間と日中の利用者の状態の導入前後の比較 

 

４．機器の使い勝手

に関すること 

【調査手法】 

□観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

介護職員を対象に、「眠り解析センサー M-Sleep」の導入前後の比較調査により、機

器の使い勝手を質問紙およびインタビューにより以下の内容を評価します。 

導入時に簡易マニュアルを配布の上実施します。 

 

1．直感的に理解し、使い方をすぐに身につけられる 

2．SUS（満足度調査） 

 

５．介護現場での利

用の継続性に関す

ること 

【調査手法】 

□観察法 ☑インタビュー法 ☑質問紙法 □その他： 

 

【想定する調査方法】 

介護職員を対象に、「眠り解析センサー M-Sleep」の導入前後の比較調査による機器

の継続性について質問紙およびインタビューにより以下の内容を調査します。 

 

1．継続利用の希望の有無 

2．継続にあたっての要望等 

 

６．その他 特になし 

 

 

（注）必要に応じて記載欄を増やしてください。 
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　機器事業者・団体 　アドバイス支援実施施設

介護職員等との意見交換

意見交換のねらい

職員が直観的に使いこなせ、 
見守りが行えているとの評価

今回の実証では、職員が試作した高機能ベッド
を、取説を見なくても直観的に操作でき、簡単に使
いこなせることが確認できた。
試作機を約3週間ご利用いただいたフォレスト
垂水様において5フロア、5名の介護士の方からご
意見を得ることができた。どのフロアにおいても
手元コントローラーによる操作を直感的に理解
し、使い方をすぐに身につけられることが確認で

きた。また、現在お使いになられているマットセン
サーと比較して、より正確に見守りが行えている等
の状況確認もできた。さらに、機器試作機の使用
により介護負担感が軽減の方向へ少しシフトした
ことが確認できた。その他将来的な開発につなが
るアドバイスや大きなヒントを得ることができた。
ロボット介護機器等、最新の機能を盛り込めば
盛り込むほど、操作が複雑となり現場で操作出来
ないものともなりがちだが、今回の検証によって
操作面と動作面の両方において試作機が現場の
ニーズを十分満たせることが確認できた。

意見交換の成果

高機能見守りベッドを 
直観的に使いこなせるかを確認

センサー内蔵見守りケアベッド「見守りケアシス
テムM2」は、現行モデルのベッド内臓離床センサー
「見守りケアシステムM1」に体重測定とアラーム
履歴表示、無線LAN対応等の追加機能を加え見守
る側、見守られる側双方の負担軽減により役立つ
改良を行ったベッドである。
実際の現場で直観的に操作することが出来る
か？さらに機器の使用による介護負担の軽減度合

について検証した。現場職員が使い方を理解しや
すいか？満足にご利用いただけるか？また、介護
負担の軽減度合いについて検証した。さらに、将
来的な取り組みとして様々のセンサーやIoT等、プ
ラスアルファの機能を持たせることで、さらに使い
やすく、介護負
担の軽減につ
ながる現場の
意見を得るた
めの意見交換
を実施した。

■介護付有料老人ホーム フォレスト垂水フランスベッド株式会社
営業部　企画営業課　病院施設企画室
〒163-1105　東京都新宿区西新宿6丁目22-1
新宿スクエアタワー2階
Tel:（03）6741-5579
HP: http://www.francebed.co.jp/iryofukushi/index.html

「見守りケアシステムM2」センサー内蔵ベッド見守り支援

センサー内蔵見守りケアベッドの、
直観的な操作性と介護負担感の軽減度を検証

案件番号
28-A05
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品 番 ・ 型 番

機器の概要

センサーがベッド利用者の体動や動作を検
知し、ナースステーションに通知します。『動
き出し』・『起き上がり』・『端座位』・『離床』・
『離床管理』の5つの通知モードから選んで
設定でき、ベッドからの転倒、転落の危険性
を軽減するほか、認知症の方の徘徊による事
故等の予防につながります。

ベッドに内蔵された４つのセンサーが、ベッ
ド上の利用者様の状態を自動認識、見守りが
出来るベッドとなります。特に「誰もが簡単に
操作、運用出来る事」に配慮しておりますので、
複雑な設定等を行う事なくどなたでも簡単に
操作出来る機器となっております。ベッドを
ナースコールと接続致しますので、利用者様

の状態で通知が必要な場合はナースコールへ
正確に発報を行います。また、自動体重測定
機能やWiFiを活用したリアルタイムでのベッ
ド複数台の見守りにも対応、別売りのオプショ
ンをご購入頂く事で、部屋内の温湿度や利用
者様のバイタルデータも見守る事が可能となり
ます。�

機器の機能

機器の仕様

2017 年 5 月
オープン価格

販売開始

販売価格

機器の写真

M2

フランスベッド株式会社

見守りケアシステム M2

見守り・コミュニケーション （施設）

72 目次に戻る



機器の貸出

　　　　　　　2 週間程度

　　　　　　　　  1 台
貸出期間

貸出可能台数

ナースコールの状況により、別途分配器を
お買い求めいただく場合もあります。また、
利用者様のリアルタイムの状態表示をさせる
オプション機能を選ばれる場合は施設内にお
いてWiFi 環境及びパソコンが必要となりま
す。

貸出先施設様の所在地の管轄営業所にて
フォローいたします。

必須環境・推奨環境 試用期間中のサポート

問い合わせ先

TEL
MAIL

所属部署：法人企画部 法人企画課
担当者名：千頭和重基
〒163-1105　 東京都新宿区西新宿 6 丁目 22-1　

新宿スクエアタワー 5 階

03-6741-5579
chizuwa_shigeki@francebed.jp 

フランスベッド株式会社

機器の使用場面

73 目次に戻る
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